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2016	年1月29日（金）伊豆ベロドローム	

　アジア最高峰のレース「ア

ジア選手権大会」、2016年

は日本で開催。伊豆大島で

ロード、伊豆ベロドロームで

トラック競技が行われた。ア

ジア各国から強豪選手が集

うなか、梶原さんは、それま

でのジュニアカテゴリーから

エリートカテゴリーに格上げ

されて、トラック競技の３種

目で選出された。	

　27日のチーム・パーシュー

ト予選では、４名のメンバー

と日本新記録を樹立、決勝

で銀メダルを獲得。おめでと

うございます！28日のイン

ディビジュアルパーシュート

では４位の結果だった。	

　実は昨年からの連戦疲れ

もあり、直前のナショナル

チーム合宿では	

不調だったという	

梶原さん。	

28日までの結果	

も満足してない	

かも・・。	

　最後のスクラッチ	

では全ての力を	

出し切って欲しい、	

と現地にむかった。	

自転車トラック競技　プチ解説（大会パンフレットより抜粋）	
■インディビジュアル・パーシュート	
ホームストレッチ（トラック正面）とバックストレッチ（トラックの反対側）から2名の選手がそれぞれスタートし、

お互い前にいる対戦相手を力の限りを尽くして追い抜くレース。追いつかない場合は、所定の距離を完走
し、その完走タイムで優劣がつく。女子エリートは3km。	
■チーム・パーシュート	
インディビジュアル・パーシュートの団体版で、4kmを１チーム4人でタイムを計測して競う。タイム計測は3
番目の選手の前輪前端。個人パーシュートと違うのは4名が空気抵抗による減速と疲労を避けるため、順

番に先頭を交代しながらレースを進めて行くこと。チームワークも見どころ。	
■スクラッチ	
定められた距離を走り、フィニッシュ順位を競う個人種目。中距離の種目で、ひとことで言えばトラック競技
でのロードレース。女子エリートは10kmで行われ、時速50kmを超えるスピードでアタックが繰り返される。	

高校３年生ながら、女子エリートにて参戦	

大会フライヤーにも	
梶原さんが登場	



競技自転車にはスタンドがないの
で、コーチの手を借りてスタート位
置に整列。梶原さんが着ているの

は日本チームのユニフォーム	
	

「スクラッチ」競技スタート。終盤までは駆け引きが続く	

 10名の選手による10km・40

周のスクラッチ競技がスター

ト。インとアウトに並んだ選

手が集団を作りながらゆっく

りと走り出していく。	

　風を受けて疲れないように、

そしてトップ集団から離れな

いように、かつライバルの動

向に目を配りながら。自転車

競技はまさに「駈けて」「引

く」頭脳プレー。梶原さんも

自在に自転車を操って、集

団の中で位置を変えながら

軽快に走っている。	

　そんなレースの様子がガ

ラッと変わったのはあと２周

となったあたりから。いよい

よ始まったラストスパート、

集団のトップは梶原さんだ！	

先頭になったり	
最後になったり。	
最大斜度45度のトラック

を気持ちよさそうに走る
選手達の様子を見るのも

楽しい	
	



観客も湧く、見事なラストスパート。	
梶原さんがトップでゴール、アジアを制した！	

ゴールあと、顧問の
安達先生のもとに駆
け上がりハイタッ

チ！	
応援にいらしていた

ご家族は感動で涙
涙・・	

↑ゴールライン	



国歌とともに国旗が揚がる。	
梶原さん、金メダルおめでとうございます！	

　表彰式で中央に立つ梶原

さん。君が代とともに日の丸

が一番高く揚がり梶原さん

の栄誉を讃えた。国際大会

で優勝するという重みを、目

の当たりに実感！	

　終わってみるとアジア選手

権大会・女子エリートで日本

の金メダルは梶原さんのひ

とつだけだった。梶原さん、

感動と優勝をありがとうござ

いました！	

優勝者のみに贈られる
チャンピオンジャージが

とっても似合う！	

優勝の記念として、パン
フレットにサインをいた
だいた。	

財団の大切なコレクショ
ンに。	



アジア選手権大会の
エリート女子・トラック
競技は8種目。	

梶原さんは3種目に
出場した。おつかれ

さまでした！	

2020年東京オリン
ピックの自転車競
技も、ここ伊豆ベロ

ドロームで開催	
	

	

＜29日　結果＞	

Women Elite Scratch - Final / 女子エリート スクラッチ－決勝
Results / 競技結果

10km

No. Name Team UCI Code TIME Rank

142 KAJIHARA Yumi JPN JPN19970410 14:22 1

317 HUANG Ting Ying TPE TPE19900529 2

263 SOM NET Ju Pha MAS MAS19930426 3

299 MANEEPHAN Jutatip THA THA19880708 4

213 KIM Youri KOR KOR19871121 5

49 YANG Qian Yu HKG HKG19930307 6

286 CHAN Siew Kheng Dinah SIN SIN19860524 7

179 YURAITIS Yekaterina KAZ KAZ19960808 8

65 DELIA Priatna Ayustina INA INA19971212 9

105 ABDOLLAHI ARAB Foroozan IRI IRI19970318 DNF



＜27日・28日　結果＞	

Women Elite Team Pursuit / 女子エリート チームパーシュート
Final Classification / 最終結果

Rank Team No. Name UCI Code TIME km/h

24 HUANG Dongyan CHN19931214

Gold 1 China 25 MA Menglu CHN19970924

26 WANG Hong CHN19970127

27 CHEN Lulu CHN19970825

138 TSUKAGOSHI Sakura JPN19910413

Silver 2 Japan 139 UWANO Minami JPN19910518 OVT

140 NAKAMURA Kisato JPN19930107

142 KAJIHARA Yumi JPN19970410

213 KIM Youri KOR19871121

Bronze 3 Korea 214 SON Eunju KOR19900602 4:38.054 53.92

215 LEE Joohee KOR19910813

216 KANG Hyunkyung KOR19950106

4 Hong Kong, China

5 Kazakhstan

27-Jan

Women Elite Individual Pursuit - Final Classification
女子エリート 3km個人パーシュート－最終結果

Rank No. Name Team UCI Code 1km 2km TIME km/h

Gold 1 317 HUANG Ting Ying TPE TPE19900529 1:14.252 2:26.132 3:43.726 48.27

Silver 2 49 YANG Qian Yu HKG HKG19930307 1:15.224 2:32.445 3:52.124 46.53

Bronze 3 214 SON Eunju KOR KOR19900602 1:16.634 2:29.625 3:46.422 47.70

4 142 KAJIHARA Yumi JPN JPN19970410 1:17.711 2:31.762 3:48.843 47.19

5 298 NUNTANA Supuksorn THA THA19891208 1:19.510 2:35.595 3:53.385 46.28

6 65 DELIA Priatna Ayustina INA INA19971212 1:18.668 2:39.624 3:58.828 45.22

7 286 CHAN Siew Kheng Dinah SIN SIN19860524 1:18.344 2:38.895 4:00.804 44.85

8 179 YURAITIS Yekaterina KAZ KAZ19960808 1:18.322 2:40.903 4:05.064 44.07

9 105 ABDOLLAHI ARAB Foroozan IRI IRI19970318 1:22.852 2:47.078 4:14.943 42.36


